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令和６年８月20日（火）

令和６年度 青森県
こども・若者の自殺危機対応チーム事業_説明会

地域連携推進部 学校連携推進担当 松田 芳明

厚生労働大臣指定法人 ・ 一般社団法人

いのち支える自殺対策推進センター
Japan Suicide Countermeasures Promotion Center

こども・若者（特に小中高校生）の
自殺関連行動に対応するための視点について
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本日のお話の流れ（20分程度）

１．小中高校生の自殺の状況

（１）自殺者数の推移から

（２）自殺の原因・動機から

２．学校が希死念慮を発見しにくい現状

（１）スクールカウンセラーへの相談と自殺の原因・きっかけとの乖離

（２）「不登校の要因分析に関する調査研究」より

（３）「こどもの自殺の多角的な要因分析にかかる調査研究」より

３．JSCPより研修等にかかわるお知らせ



みなさんは、毎年平均して

何人の児童生徒が

自殺で亡くなっているか

ご存じですか？
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（人）

320人

児童生徒の自殺者数

514人少子化にも関わらず

近年増加傾向

513人



小中高校生の自殺者数の推移【警察庁／自殺統計】
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自殺死亡率の推移
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特に女子中学生の自殺増加が顕著
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出典：「令和４年版自殺対策白書」（厚生労働省）



高校生
１日に１人

中学生
２日に１人

年間平均して

小学生
１か月に１人



１人の自殺者の背後には

もっと多くの自殺未遂者や

誰にも相談できずに

苦しんでいる人がいる



小学５・６年生の１６％、

中学生の１３％が

「直近１週間に自傷を行った」と答えており、

数％は毎日自傷をしている。

「まだ小学生・中学生だし、関係ない」

とは限らない。
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国立成育医療センター,2023, 
「新型コロナウイルス感染症流行による親子の生活と健康への影響に関する実態調査報告書」

松本 俊彦, 2023, 『「助けて」が言えない 子ども編』より、一部抜粋



10代の死因第１位は自殺
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出典：「令和５年版自殺対策白書」（厚生労働省）

• 10～14/15～19歳の死因第１位は「自殺」

• 毎日平均２人以上が自殺で亡くなっている



自殺の原因・動機と
そこから見える関係機関
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令和５年
家庭
問題

健康
問題

経済・
生活
問題

勤務
問題

交際
問題

学校
問題

その他 不詳

小学生

総計 6 1 0 0 0 3 4 3

男性 1 0 0 0 0 2 2 2

女性 5 1 0 0 0 1 2 1

中学生

総計 46 26 1 0 4 92 19 24

男性 23 10 1 0 3 43 9 8

女性 23 16 0 0 1 49 10 16

高校生

総計 64 120 4 4 29 166 36 61

男性 37 53 2 2 7 109 21 26

女性 27 67 2 2 22 57 15 35

合計

総計 116 147 5 4 33 261 59 88

男性 61 63 3 2 10 154 32 36

女性 55 84 2 2 23 107 27 52

令和５年自殺の原因・動機【警察庁／自殺統計】
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自殺の「学校問題にかかる原因・動機」
◆学業不振
◆進路に関する悩み

（入試以外）
◆学友との不和

（いじめ以外）

＜連携が必要な機関＞
特別支援教育所管課
教育相談室
生活困窮支援担当

令和５年

学校問題

学業不振
入試に
関する悩み

進路に関す 
る悩み

(入試以外)

いじめ
学友との
不和

(いじめ 以外)

教師との
人間関係

性別による
差別

学校問題

その他

小学生
総計 1 0 0 0 1 0 0 1
男性 1 0 0 0 0 0 0 1
女性 0 0 0 0 1 0 0 0

中学生
総計 28 12 12 1 20 2 0 17
男性 15 7 7 0 5 0 0 9
女性 13 5 5 1 15 2 0 8

高校生

総計 36 24 41 0 27 4 1 33
男性 22 18 29 0 16 3 0 21
女性 14 6 12 0 11 1 1 12

合計
総計 65 36 53 1 48 6 1 51
男性 38 25 36 0 21 3 0 31
女性 27 11 17 1 27 3 1 20

学校問題を原因・動機とする自殺者数【R5_警察庁／自殺統計】
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自殺者
数

健康問
題総計

病気の
悩み

（悪性
新生
物）

病気の
悩み

（てん
かん）

病気の
悩み

（その
他の身
体の病
気）

病気の
悩み・
影響

（うつ
病）

病気の
悩み・
影響

（統合
失調
症）

病気の
悩み・
影響

（アル
コール
依存
症）

病気の
悩み・
影響

（薬物
乱用）

病気の
悩み・
影響

（摂食
障害）

病気の
悩み・
影響

（その
他の精
神疾
患）

身体障
害の悩

み

健康問
題その

他

計 981 263 1 3 22 88 20 1 1 5 107 4 11
男 520 103 1 2 14 24 10 0 0 0 47 1 4
女 461 160 0 1 8 63 10 1 1 5 60 3 7

自殺の「健康問題にかかる原因・動機」
◆病気の悩み・影響（その他の精神疾患）
◆病気の悩み・影響（うつ病）

＜連携が必要な機関＞
保健所/保健師

健康問題を原因・動機とする自殺者数【R5_警察庁／自殺統計】

〔 ～19歳〕
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自殺者
数

家庭問
題総計

親子関
係の不

和

そのほ
かの家
族関係
の不和

家族の
死亡

家族の
将来悲

観

介護・
看病疲

れ

家族か
らのし
つけ・
叱責

家族・
同居人
からの
身体的
虐待

家族・
同居人
からの
心理的
虐待

家族・
同居人
からの
性的的
虐待

家族・
同居人
からの
ネグレ
クト

家族問
題その

他

計 981 155 61 20 4 11 0 49 0 0 0 1 8
男 520 82 30 9 2 8 0 25 0 0 0 0 7
女 461 73 31 11 2 3 0 24 0 0 0 1 1

自殺の「家庭問題にかかる原因・動機」
◆親子関係の不和
◆家族からのしつけ・叱責
◆その他の家族関係の不和

＜連携が必要な機関＞
要保護児童対策地域協議会

家庭問題を原因・動機とする自殺者数【R5_警察庁／自殺統計】

〔 ～19歳〕



経済・生活問題、勤務問題を原因・動機とする自殺者数
【R5_警察庁／自殺統計】
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自殺者
数

経済・
生活問
題総計

事業
不振

失業 倒産
就職失

敗
生活苦

負債
（多重
債務）

負債
（連帯
保証債
務）

負債
（ギャ
ンブル
他）

負債
（その
他）

借金の
取り立
て苦

奨学金
の返済

苦

自殺に
よる保
険金支

給

経済・
生活問
題その

他

計 981 32 0 0 0 9 10 1 0 0 7 0 1 0 6

男 520 19 0 0 0 7 3 1 0 0 4 0 0 0 5

女 461 13 0 0 0 2 7 0 0 0 3 0 1 0 1

自殺者
数

勤務問
題総計

職場の
人間関
係（上
司との
トラブ
ル）

職場の
人間関
係（そ
の他）

職場環
境の変
化（役
割・地
位の変
化等）

職場環
境の変
化（そ
の他）

仕事疲
れ（長
時間労
働）

仕事疲
れ（そ
の他）

解雇・
雇い止

め

取引先
とのト
ラブル

仕事の
失敗

過重な
ノル

マ・ノ
ルマの
不達成

性別に
よる差

別

勤務問
題その

他

計 981 29 6 6 0 3 0 7 0 0 2 0 0 5
男 520 23 6 3 0 2 0 6 0 0 2 0 0 4
女 461 6 0 3 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1

自殺の「経済・生活・勤務問題にかかる原因・動機」
◆生活苦、就職失敗、負債
◆職場の人間関係
◆仕事疲れ（その他）

＜連携が必要な機関＞
生活困窮者支援担当

〔 ～19歳〕



交際問題、その他の問題を原因・動機とする自殺者数
【R5_警察庁／自殺統計】
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自殺
者数

その他
問題総

計

犯罪
被害

犯罪
発覚
等

SNS・イ
ンター

ネット上
のトラブ

ル

性的少
数者で
あるこ
との悩
み・被
差別

孤独感
近隣と
の関係

後追い
自殺

家族・同
居人・交
際相手以
外からの
虐待・暴
力被害

その他
問題

その他
不詳

計 981 106 1 12 6 8 23 0 6 1 49 -
男 520 63 0 10 5 2 11 0 4 1 29 -
女 461 43 1 2 1 0 12 0 2 0 20 -

自殺
者数

交際問題
総計

失恋
不倫・
浮気

結婚に関す
る悩み

交際相手からの暴
力（DV被害）

ストーカー
行為等

交際問題
その他

計 981 70 45 3 0 0 0 22
男 520 29 20 1 0 0 0 8
女 461 41 25 2 0 0 0 14

自殺の「交際問題・その他にかかる原因・動機」
◆失恋
◆孤独感
◆犯罪発覚等

＜連携が必要な機関＞
教育相談室・思春期相談
少年センター

〔 ～19歳〕



スクールカウンセラーへの相談と
自殺の原因・きっかけとの乖離
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教職員と児童生徒＆
保護者との乖離

不登校の要因分析に
関する調査研究から

の考察
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文部科学省委託事業不登校の要因分析に関する調査研究より

24



相談・指導等を受けていないと報告された
不登校の児童生徒の状況

25
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参 考



令和５年度「こどもの自殺の多角的な要因分析に関する調査研究」概要 ①方法

○ 都道府県教育委員会等が保有する事件等報告書等について、過去５年分の提供を依頼した結果、272件の報告書等を収集。

〇 下記の項目について、複数の分析者により報告書等の記載の有無を読み取り、集計・整理を行った。

今回収集した報告書等の多くには個々のケースの自殺の要因を特定するまでの情報が含まれていないことから、自殺の要因・動機に関

する考察を行うことは適切ではないと判断し、報告書等に記載された情報を客観的に整理するにとどめている。

事件等
報告書等
（２72件）

家庭
関連情報

家族・同居人からの虐待 家族の死亡

家族からのしつけ・叱責 家族の病気

親子関係の不和 経済問題

その他家族関係の不和 その他

健康
関連情報

うつ病 その他の精神疾患

統合失調症 身体疾患・障害

神経発達症 その他

学校
関連情報

学業不振 教師との人間関係

入試の悩み 不登校

進路の悩み 定時制・通信制（高校）

いじめ その他

学友との不和

その他
の情報

勤務関連情報 その他

交際関連情報

基本情報

提供された報告書等の種類

自殺年

性別

自殺時の学年

自殺時の年齢

生前に置かれていた

状況

家庭関連情報

健康関連情報

学校関連情報

その他の情報

生前の自殺関連行動等

自傷・自殺未遂歴

希死念慮・自殺念慮

自殺の危機（周囲に気付かれていたか）

自殺の直前・予定されてい

た出来事

出来事のあった／予定されていた時期

出来事の内容

自殺後の状況

遺書

原因・動機に関する言及

自殺後の第一発見者

１．資料・データの収集及び分析

○ 警察庁からは自殺統計原票を、消防庁からは救急搬送人員データの提供を受けた。CDR（予防のためのこどもの死亡検証：Child
Death Review）モデル事業実施自治体が保有するCDR関連資料についても、実施自治体全てに提供を依頼したが、収集には至らなかっ
た。

情
報
抽
出

○ 警察や消防、学校や教育委員会、地方自治体等が保有する自殺に関する統計及びその関連資料を集約し、多角的な分析を行い、ＥＢＰ
Ｍの視点も踏まえ、①こどもの自殺の実態解明に取り組むとともに、②分析に当たっての課題把握に取り組むことを目的として、一般
社団法 人いのち支える自殺対策推進センターが、こども家庭庁の委託により、令和５年12月～令和６年３月に実施。

○ 学識経験者や実務者等の助言を得て、調査を取りまとめ。

生越 照幸 弁護士法人ライフパートナー法律事務所代表
竹原 健二 国立研究開発法人国立成育医療研究センター政策科学研究部部長
原田 謙 地方独立行政法人長野県立病院機構 長野県立こころの医療センター駒ヶ根子どものこころ診療センター長

＜助言者＞

７



■学校の出席状況 ■周囲の気付き

家庭
関連情報

健康
関連情報

学校
関連情報

○ 該当者の割合が10%以上であった項目は、「その他」（101名；37%）、「親子関係の不和」（46名；17%）で

あった。「家族からのしつけ・叱責」（23名；8%）、「その他家族関係の不和」（23名；8%）、「経済問題」

（22名；8%）の該当が多かった。

○ 「その他」（76名；28%）、「神経発達症」（27名；10%）について、該当者の割合が10%以上となっていた。

続いて、「身体疾患・障害」（25名；9%）、「その他の精神疾患」（20名；7%）の該当が多かった。「その他」

の内訳では、不定愁訴（頭痛、腹痛、体調不良、不眠、情緒不安定など）が最多で、53名が該当した。

○ 該当者の割合が10%以上であった項目は、「その他」（60名；22%）、「学業不振」（47名；17%）、「学友
との不和」（39名；14%）、「定時制・通信制（高校）」（37名；14%）、「不登校」（32名；12%）であった。
「その他」の内訳では、部活動の問題が最多で17名が該当した。

■生前に置かれていた状況

本調査研究では下記の項目が自殺と関連があったか否かの判定は行っておらず、下記の例に該当することが自殺の

要因となることを示唆しているものではない。

令和５年度「こどもの自殺の多角的な要因分析に関する調査研究」概要 ②結果

（n=272） （n=272）

（n=272）   ※１つの自殺事例について、各カテゴリーの中でも、複数項目に該当している場合がある

〇教育委員会の事件等報告書等の集計・整理結果
272名、363通の報告書等（事件等報告書241通、基本調査結果121通、詳細調査報告書１通）を対象に分析

８



29

【家庭関連情報】のうち、
該当者の割合が10%以上であった項目
「その他」（101名；37%）
「親子関係の不和」（46名；17%）
続いて、
「家族からのしつけ・叱責」（23名；8%）
「その他家族関係の不和」（23名；8%）
「経済問題」（22名；8%）
の該当が多かった。 

【健康関連情報】では、
該当者の割合が10%以上であった項目
「その他」（76名；28%）
「神経発達症」（27名；10%）
続いて、
「身体疾患・障害」（25名；9%）
「その他の精神疾患」（20名；7%）
の該当が多かった。

「その他」の内訳では、
不定愁訴（頭痛、腹痛、体調不良、不眠、情
緒不安定など）が最多で、53名が該当した。 

【学校関連情報】のうち
該当者の割合が10%以上であった項目
「その他」（60名；22%）
「学業不振」（47名；17%）
「学友との不和」（39名；14%）
「定時制・通信制（高校）」（37名；14%）
「不登校」（32名；12%）
であった。

「その他」の内訳では、
部活動の問題が最多で17名が該当した。

 なお、本調査研究ではこれらの項目が自殺と関連があったか

否かの判定は行っておらず、下記の例に該当することが自殺の
要因となることを示唆していることではないことを申し添える。  

【学校関連情報】に関連して、
学校の出席状況について、より詳細に分類・集計して
みたところ、120名（分析対象者中の44%、「記載
なし」の71名を除いた中では60%）が、
自殺の直前も以前と変わりなく出席していた。

【その他の情報】では
「その他」が最多で、中でも犯罪・非行が最も多く、
12名が該当した。

 ※ 本調査研究ではこれらの項目が自殺と関連があったか否か
の判定は行っておらず、学校の出欠状況が自殺の要因となるこ
とを示唆しているものではない。
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【学校での出席状況】 【周囲の気づき】



JSCPより、先生方の研修
に関するお知らせ
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